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１．路線の位置及び状況１．路線の位置及び状況１．路線の位置及び状況１．路線の位置及び状況

■（主）桜井吉野線は、奈良県桜井市を起点とし、奈良県吉野郡吉野町に至る延長

約23kmの主要幹線道路である。

■一般国道165号と一般国道169号の間は、第２次緊急輸送道路に指定されている。

■中和地域と吉野地域を繋ぐ南北幹線道路であり、日常生活や産業活動を支える

うえで極めて重要な道路である。

野迫川村 上北山村天川村 川上村黒滝村五條市 下市町 吉野町 東吉野村
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１．路線の位置及び状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の位置及び状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の位置及び状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の位置及び状況（骨格幹線道路ネットワーク）
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骨格幹線ネットワーク

（大和平野部）

出典：奈良県道路整備基本計画（令和元年10月改定）
凡例骨格幹線道路 高規格幹線道路・有料道路４車線以上２車線未改良区間事業展開箇所 路線の線的整備箇所結節点の点的整備箇所課題箇所の面的検討箇所

■（主）桜井吉野線百市工区は、奈良県中部に位置する延長約1.4kmの道路整備事業である。

■本工区は、中和地域と吉野地域を繋ぐ道路であり、奈良県道路整備基本計画（令和元年10月）

において、骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇所として重点的な整備を推進

する箇所に位置づけている。

（主）桜井吉野線

百市工区

L=1.4km

もものいち



１．路線の位置及び状況１．路線の位置及び状況１．路線の位置及び状況１．路線の位置及び状況
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■(主)桜井吉野線百市工区は、桜井市下居を起点として同市百市に至る延長約1.4kmである

(現道拡幅1.0km、バイパス0.4km)。平成30年3月に約170mが供用開始している。

■本工区の南側については、2車線整備済みであり、また、本工区の北側にある桜井市倉橋

から一般国道165号についても、2車線整備済みである。

◆位置図
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37
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（主）桜井吉野線百市工区L=1.4km
桜井市

宇陀市
明日香村

桜井駅 大和朝倉駅大福駅耳成駅近鉄大阪線 香久山駅
JR桜井線 2車線整備済

2車線整備済
幅員狭小区間

ふるさと農道針道宮奥地区
桜井市下居
桜井市百市 バイパス区間

L=0.4km

現道拡幅区間
L=1.0km

桜井市倉橋
凡例事業区間（事業中）高速道路一般国道主要地方道一般県道１車線２車線４車線以上

写真①

写真②供用済み区間
L=0.17km

もものいち おりい
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２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要
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◆事業区間の道路構造◆事業の目的

◆事業概要

・救急救命活動の支援

・観光振興の支援

・地域産業の支援

・安全性向上・緊急輸送道路

ネットワークの機能強化

路線名 主要地方道桜井吉野線事業区間 奈良県桜井市下居～奈良県桜井市百市事業延長 約1.4km構造規格 第３種第３級設計速度 40km/h計画交通量 5,300台/日車線数 ２車線道路幅員 9.75m事業費 30.6億円
お り いもものいち

※単位（m）

◆事業の経緯

現況

現道拡幅区間 L=1.0km（主）桜井吉野線百市工区 L=1.4km

バイパス区間 L=0.4km

橋梁 L=43m

橋梁 L=28m

下居
桜井市北音羽 南音羽 百市 八井内

針道

多武峰
至吉野町至桜井市街

整備後

対象事業（バイパス）対象事業（現道拡幅）その他の道路凡 例L=170m(H30.3供用)平成17年 事業化平成24年 再評価平成29年 再評価（5年経過）令和4年 再評価（5年経過）
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３．上位関連計画への位置付け３．上位関連計画への位置付け３．上位関連計画への位置付け３．上位関連計画への位置付け

上位関連計画 事業の位置付け

奈良県道路整備基本計画

（平成２６年７月策定、令和元年１０月改定）

骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇

所として重点的な整備を推進する路線に位置づけ

桜井市都市計画マスタープラン

（令和３年１１月改定）

「広域幹線道路」を補完し、市内交通の円滑な処理を役

割とする「都市幹線道路」に位置づけ

奈良県緊急輸送道路ネットワーク計画

（平成９年３月策定（平成２９年６月見直し））

「第２次緊急輸送道路」に位置付け
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４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

◆桜井市の人口

◆桜井市の自動車保有台数

出典：奈良県統計年鑑

◆（主）桜井吉野線の交通量

出典：全国道路・街路交通情勢調査
小型車交通量大型車交通量対H22伸び率

出典：国勢調査（H27）、奈良県推計人口調査（R4.4）
微減

横ばい

減少

交通量調査地点桜井市浅古166

37

15

155

165

169

（主）桜井吉野線百市工区
桜井市

宇陀市明日香村

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

■桜井市の人口は、微減傾向（対H27伸び率0.95）であるが、桜井市の自動車保有台数は、横ばい

（対H27伸び率1.01）であり、需要の見込みや地元情勢の変化等大きな変化はない。

■(主)桜井吉野線の交通量は減少傾向（対H22伸び率0.47）である。



要更新

桜
井
市
多
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地
区

済
生
会
中
和
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院約約約約58585858分分分分

現況現況現況現況
百市工区整備あり百市工区整備あり百市工区整備あり百市工区整備あり混雑時所要時間

39分

14分平均所要時間
22分

12分混雑時所要時間平均所要時間平均所要時間 2分短縮混雑時所要時間 17分短縮
多武峯地区等に出動する際に桜井吉野線を利用します。百市

付近では道路が狭隘なため、追い越し時や対向車とのすれ違

い時に事故発生の危険があります。

また、カーブが多く、患者さんの揺れを考慮して運転するため、運転手は

神経をすり減らしています。また、紅葉シーズンには談山神社への交通量

が増加し、観光バスのすれ違いも困難なため桜井吉野線は激しい渋滞と

なりますが、百市工区は幅員が狭く、端によけていただいても緊急車両が

進めなくなってしまいます。

このように幅員の狭さと連続するカーブが救急活動の支障となっており、

改善をお願いします。

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
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◆桜井消防署からの声

166

15

155

165

◆多武峯地区への救急出動経路 ◆所要時間の変化（桜井市多武峯地区～済生会中和病院）

済生会中和病院

（主）桜井吉野線百市工区
桜井市

桜井消防署

明日香村 多武峯地区

(主)桜井吉野線を利用した１年間の搬送人員合計は82人（1日当たり約0.2人相当）

凡例事業区間（事業中）高速道路一般国道主要地方道一般県道１車線２車線４車線以上救急告示病院

２）事業の整備効果①２）事業の整備効果①２）事業の整備効果①２）事業の整備効果①【【【【救急救命活動の支援救急救命活動の支援救急救命活動の支援救急救命活動の支援】】】】

■ (主)桜井吉野線を使った救急搬送は、令和3年では82人である。

■道路幅員の狭さと、連続するカーブがある現道は救急搬送に課題がある。

■本工区の整備により、救急搬送時間が短縮され、救急搬送の円滑化及び救命率の向上が

期待される。

37

出典：桜井消防署ヒアリング結果（R4.9）

▲ カーラー曲線※交通量推計より得られた旅行速度を用いて算出

談山神社



69 64 72 52 49 60 62 48 43 39
56 56 54 58 58 71 59 59 45 26
125 120 125 110 107 131 121 107 89 65

03060
90120150

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
11月以外11月（千人）

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
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桜井市街◆世界遺産候補「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」凡例事業区間（事業中）高速道路一般国道主要地方道一般県道１車線２車線４車線以上世界遺産構成資産

２）事業の整備効果②２）事業の整備効果②２）事業の整備効果②２）事業の整備効果②【【【【観光振興の支援観光振興の支援観光振興の支援観光振興の支援】】】】

■令和4年6月に 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」（橿原市・桜井市・明日香村）の世界遺産推薦書素案

が文化庁に提出され、今後更に当エリアへの注目度が増すとみられる。

■観光客の増加に向けて桜井市・明日香村・吉野町が、各観光地の連携強化を検討しているが、百市工区の

現道は幅員が狭く見通しも悪いことから、観光バス等の通行に支障をきたしている状況である。

■本工区の整備により、桜井市街地から各観光エリアへの周遊性の向上が期待される。

談山神社

松山伝統的建造物保存地区

吉野山談山神社
橿原市

吉野町

桜井市
宇陀市明日香村石舞台古墳

（主）桜井吉野線百市工区飛鳥エリア 多武峯エリア 大宇陀エリア
吉野エリア

松山伝統的建造物保存地区

出典：桜井市まちづくり部観光まちづくり課提供資料

◆談山神社観光客数の推移紅葉シーズンの11月には約5万人の観光客が訪れる

桜井吉野線は談山神社や吉野山へ

のアクセスルートの1つであることか

ら、桜や紅葉シーズンには交通が集

中し、著しい渋滞が発生しています。

その要因の1つに観光バス同士のすれ違いが

困難なことがあげられます。

また、飛鳥・宇陀・桜井は歴史的に関係が深く、

桜井吉野線の整備により、これら観光地の周遊

性向上を期待しています。

◆桜井市役所からの声

出典：桜井市まちづくり部観光まちづくり課ヒアリング結果（R4.9）
石舞台古墳

もものいち



桜井市桜井市桜井市桜井市21212121 吉野町吉野町吉野町吉野町17171717五條市15天理市11大淀町10宇陀市7生駒市6 その他25

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
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◆木材輸送ルート（桜井市・吉野町間）

（主）桜井吉野線百市工区
24

165

166

370

37
15

28

155

169

165

166

橿原市

吉野町

桜井市
宇陀市

大淀町高取町明日香村
吉野地域から

吉野町等で伐採された原木を輸送
出典：工業統計調査（令和２年）

※県合計：112事業所※従業者4人以上の事業所

桜井木材団地凡例事業区間（事業中）高速道路一般国道主要地方道一般県道１車線２車線４車線以上

◆木材･木製品製造業

の市町村別事業所数

写真①：現道における木材輸送
写真①

２）事業の整備効果③２）事業の整備効果③２）事業の整備効果③２）事業の整備効果③【【【【地域産業の支援地域産業の支援地域産業の支援地域産業の支援】】】】

■桜井市は吉野町とともに吉野材の集散地となっており、多くの製材所が集積している。

■百市工区の現道は、道路の幅員が狭く見通しも悪いことから走行性が低く、木材運搬車両をはじめ

とする大型車両の通行に支障をきたしている状況である。

■本工区の整備により、吉野地域から桜井方面へのアクセスが向上し、木材輸送の円滑化など地域

産業の活性化が期待される。

桜井木材団地桜井木材市場
桜井市と吉野町には、原木市

場や製材所が集中しており、

これらの地域を行き来する際

には、桜井吉野線を利用して

います。

1日に複数回往復することもあり、道幅

が狭い百市工区を通る際には安全に気を

使うとともに、時間もかかっています。

百市工区の整備により、安全性の向上

や所要時間の短縮を期待します。

◆吉野製材工業組合からの声

出典：吉野製材工業組合 ヒアリング結果（R4.9）
桜井市が県内で最も多い

もものいち



４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

11出典：奈良県緊急輸送道路ネットワーク図（H30.4）
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370

37
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16

（主）桜井吉野線百市工区
桜井駅前広場桜井市役所

吉野町役場

◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク

２）事業の整備効果④２）事業の整備効果④２）事業の整備効果④２）事業の整備効果④【【【【安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化】】】】

■百市工区の現道は、幅員が狭い上に見通しが悪く、事故が平成23年から令和2年の10年間で4件発

生している。

■本工区は第2次緊急輸送道路に指定されており、災害時に緊急車両の通行を確保すべき重要な路

線であるが、土砂崩れによって通行止めが発生するなど、災害時の信頼性向上が課題である。

■本工区の整備により、安全性が向上するとともに、災害時の緊急輸送の確保が期待される。

◆◆◆◆令和４年８月の大雨による

被災状況

凡例緊急輸送道路 第1次緊急輸送道路第2次緊急輸送道路災害管理対策拠点 県庁・総合庁舎市町村役場交通管理者（県警）道路管理者（直轄）陸運輸局・郵便局・気象台輸送拠点 ヘリポート
IC・PA・SA・道の駅鉄道駅前広場ﾗｲﾌﾗｲﾝ拠点 上下水道ガス・電気・電話救助活動拠点 消防署病院広域避難地・自衛隊基地

桜井吉野線の百市以南は、2車線整備により

走行性が向上しましたが、百市工区は幅員が

狭く、大型車とのすれ違い時に接触の危険性

がある状況です。

未拡幅区間の早期の整備をお願いします。

◆桜井市役所からの声

出典：桜井市都市建設部土木課ヒアリング結果（R4.9）
◆百市工区の事故類型 出典：イタルダ事故別データ（H23～R2）

◆◆◆◆平成29年台風21号による被災状況写真②：路肩崩壊写真①：土砂崩れ 写真③：土砂崩れ
事故類型 件数 合計車両相互 正面衝突 2件

4件追突 2件

もものいち



４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
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２）事業の整備効果④２）事業の整備効果④２）事業の整備効果④２）事業の整備効果④【【【【安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化】】】】

■本工区は土砂崩れや路肩崩壊により通行止めが発生するなど、災害時の信頼性向上が課題である。

■本工区では道路の拡幅・バイパス工事に加え、法面対策や路肩擁壁を構築することで、安全性が向

上するとともに、災害時の緊急輸送の確保が期待される。

⇒法面対策及び路肩擁壁の構築、バイパス整備

による土砂崩れ危険箇所等の回避により、道路

の安全性が確保できる

◆位置図

現道拡幅区間 L=1.0km（主）桜井吉野線百市工区 L=1.4km

バイパス区間 L=0.4km

橋梁 L=43m

橋梁 L=28m
桜井市南音羽 百市 八井内

針道

多武峰
至吉野町至桜井市街

対象事業（バイパス）対象事業（現道拡幅）その他の道路凡 例
L=170m(H30.3供用)

現道拡幅区間

法面対策イメージ写真
【現況】 【整備後】

バイパス区間【現況】 【整備後】

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点



５．事業の効率性に関する視点５．事業の効率性に関する視点５．事業の効率性に関する視点５．事業の効率性に関する視点
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※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。※２ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

◆事業全体

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益

総便益※1

費用便益比

(B/C)

30.5億円 2.7億円 0.1億円 33.3億円

1.01

費用(C)

事業費 維持管理費 総費用※1

32.7億円 0.2億円 32.9億円

◆残事業※2

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益

総便益※1

費用便益比

(B/C)

30.5億円 2.7億円 0.1億円 33.3億円

5.3

費用(C)

事業費 維持管理費 総費用※1

6.1億円 0.2億円 6.3億円

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝１．３）

〇事業の投資効果〇事業の投資効果〇事業の投資効果〇事業の投資効果

■算出条件等基準年 ：令和4年度検討期間 ：50年間現在価値算出のための社会的割引率 ：4％交通量の推計時点 ：令和22年度推計に用いた資料 ：平成27年度道路交通センサス適用した費用便益分析 ：令和4年2月版マニュアル事業費（事業全体） ：30.6億円（単純価値・税込み）事業費（残事業） ：7.6 億円（単純価値・税込み）維持管理費 ：976千円／㎞作成主体 ：奈良県
（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝２．７）
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桜井市

（主）桜井
吉野線

事業計画等

費用便益比

※世帯数・人口は各年４月１日時点Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時） Ｒ４Ｒ４Ｒ４Ｒ４

世帯数 24,629世帯 22,306世帯
人口 56,474人 54,108人

Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２ Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７

交通量 6,192台/12h 2,920台/12h

Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時） Ｒ４Ｒ４Ｒ４Ｒ４

事業進捗率 約45％ 約75％
用地進捗率 約48％ 約80%
事業費 約23億円 約31億円

Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時）Ｈ２９（前回再評価時） Ｒ４Ｒ４Ｒ４Ｒ４

事業全体 1.3 1.01
残事業 2.7 5.3

■平成27年度より工区の最も南側で道路拡幅工事や橋梁工事を進めており、平成29年度に現道拡幅区

間170mを供用した。現在、バイパス区間0.4kmの早期供用を目指し工事を進めている。

■令和3年度末までの進捗は、事業進捗率75％、用地買収率80％（前回再評価時45％、48％） 。

■引き続き、残る用地買収や工事を進め、早期供用を目指す。

６．事業の進捗の見込みの視点６．事業の進捗の見込みの視点６．事業の進捗の見込みの視点６．事業の進捗の見込みの視点

７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（H29）との比較）との比較）との比較）との比較

※全国道路・街路交通情勢調査
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７．再評価時（Ｈ２９）との比較７．再評価時（Ｈ２９）との比較７．再評価時（Ｈ２９）との比較７．再評価時（Ｈ２９）との比較

◆事業費増加の理由◆事業費増加の理由◆事業費増加の理由◆事業費増加の理由

■再評価時（Ｈ２９）における事業費は、当時の最新資料によるもの。

■その後のバイパス工事の結果等により、事業費全体で約8億円の増額が確認された。

前回評価時：23億円（H29） Ｂ／Ｃ：１．３

今回評価時：31億円（R4） Ｂ／Ｃ：１．０１

変更理由 変更金額

①

バイパス区間

・地質調査結果に基づく法面工の追加による増額

＋2.0億円

②

バイパス区間

・地質調査結果に基づく地盤改良工の追加による増額

＋1.5億円

③

現道拡幅区間

・法面調査に基づく法面対策工及び落石対策工の追加による増額

＋2.5億円

④

その他

・補償調査結果に基づく建物補償費の変更による増額

＋2.0億円

合計 ＋8.0億円



７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（H29）との比較）との比較）との比較）との比較

現道拡幅区間 L=1.0km（主）桜井吉野線百市工区 L=1.4km

バイパス区間 L=0.4km

橋梁 L=43m

橋梁 L=28m

下居

桜井市
北音羽 南音羽 百市 八井内

針道

多武峰
至吉野町

至桜井市街 L=170m(H30.3供用)

①①①①

②②②②

③③③③

◆変更理由◆変更理由◆変更理由◆変更理由

◆変更箇所位置図◆変更箇所位置図◆変更箇所位置図◆変更箇所位置図

①地質調査結果に基づく法面工の追加による増額

②地質調査結果に基づく地盤改良工の追加による増額

③法面調査に基づく法面対策工及び落石対策工の追加による増額

④補償調査結果に基づく建物補償費の変更による増額
16
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◆事業費増額の理由

７．再評価時（H29）との比較

①地質調査結果に基づく法面工の追加による増額（C=2.0億円）
バイパス区間において、当初想定した土質と異なり、軟弱な土質が出土したため、法面工を追加

【当初】 【変更】 法枠工
鉄筋挿入工

客土吹付工

②地質調査結果に基づく地盤改良工の追加による増額（C=1.5億円）
バイパス区間において、地質調査の結果により、軟弱な地盤があることが判明したため、地盤改良工を追加

【当初】 【変更】

地盤改良工追加
L=0.2km

17
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◆事業費増額の理由

７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（H29）との比較）との比較）との比較）との比較

③法面調査に基づく法面対策工及び落石対策工の追加による増額（C=2.5億円）

現道拡幅区間において、法面調査の結果、法面の表面が軟弱な箇所や、転石が多く落石の危険性が

高いことが判明したため、法面対策工及び落石対策工を追加

落石防護柵工

H=3.5～5.5m

落石防護網工

支柱長さH=3.0m

18
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８．コスト縮減や代替案立案等の可能性８．コスト縮減や代替案立案等の可能性８．コスト縮減や代替案立案等の可能性８．コスト縮減や代替案立案等の可能性

◆コスト縮減に配慮した施工

◆事業完了後の良好な公共サービス提供

現在の計画で用地進捗率が約8割で、また、バイパス区間の早期供用が見込める

ことから、代替案の検討は行わない。

◆代替案立案等の可能性

供用開始時に、道路を利用される方々が安全で快適に利用していただけるよう、

引き続き関係機関協議等を着実に実施する。

補強土壁工において、建設発生土(残土)を有効利用することにより、コスト縮減が

期待される。

より一層コスト縮減に努めながら、引き続き事業を推進する。



９．対応方針（案）９．対応方針（案）９．対応方針（案）９．対応方針（案）
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●救急救命活動の支援

●観光振興の支援

●地域産業の支援

●安全性の向上・緊急輸送道路ネットワークの機能強化

以上について達成される

⇒ 当初事業採択時から必要性は変化していないことを確認

３．事業進捗の見込みの視点

１．事業の必要性等に関する視点

●現在、用地買収を進めるとともに、バイパス区間の早期供用に向けて工事を実施中。

●用地進捗率は、前回再評価時からの５年間で４８％から８０％となっている。

●引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指す。

２．事業の効率性に関する視点

●費用便益比（Ｂ／Ｃ）は事業全体で１．０１、残事業で５．３

⇒ 効率的な事業であると確認できる

事 業 継 続

（主）桜井吉野線は、 事業の必要性に関する視点、事業の効率性に関する視点、事

業進捗の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。


